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通期業績予想の修正に関するお知らせ 

  

当社は、最近の業績動向などを踏まえ、2022 年 10 月 31 日の「2023 年 3 月期第 2 四半期決算短信」に    

おいて公表した 2023 年 3 月期の通期業績予想を下記のとおり修正しましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 
１．業績予想の修正について 
 
(１）修正の内容 

2023 年 3 月期通期連結業績予想数値の修正（2022 年 4 月 1日～2023 年 3 月 31 日）  
            

売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

前回発表予想(Ａ) 
百万円 

39,000 
百万円 

900 
百万円 

900 
百万円 

650 296 円 06 銭 

今回修正予想(Ｂ) 39,000 950 1,040 770 351 円 15 銭 

増減額(Ｂ－Ａ) 0 50 140 120  

増減率（％） 0 5.6 15.6 18.5  
（ご参考）前期実績 
（2022 年 3月期） 38,840 1,608 1,661 1,574 717 円 69 銭 

 
2023 年 3 月期通期個別業績予想数値の修正（2022 年 4 月 1日～2023 年 3 月 31 日）  
            

売上高 経常利益 当期純利益 １株当たり 
当期純利益 

前回発表予想(Ａ) 
百万円 

37,000 
百万円 

850 
百万円 

600 273 円 29 銭 

今回修正予想(Ｂ) 37,000 960 720 328 円 34 銭 

増減額(Ｂ－Ａ) 0 110 120  

増減率（％） 0 12.9 20.0  
（ご参考）前期実績 
（2022 年 3月期） 36,580 1,537 1,265 577 円 09 銭 

  
(２）修正理由 

 （連結業績予想） 

   ・売上高につきましては、概ね前回予想を確保できる見込みです。 

   ・損益面につきましては、期首においてウクライナ紛争等を受けた建設資材の高騰、人件費の上昇等

が収益を圧迫すると見込み、通期の業績予想を厳しく見積もりましたが、その後、建設資材の騰勢

傾向も落ち着きをみせ、併せて原価管理、工程管理及び経費削減等を徹底した事で営業利益、経常

利益、親会社株主に帰属する当期純利益ともに予想を上回る見込みです。 

 （個別業績予想） 

連結業績予想の修正に伴い、個別業績予想についても修正いたします。 
 

以  上 


